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の昭和37年 5 月から昭和42年10月までの約 5 年半に執行された選挙は、昭和37年 7 月 1 日
執行の第 6 回参議院議員通常選挙、第 5 回統一地方選挙として行われた昭和38年 4 月17日
執行の東京都知事選挙と都議会議員選挙、昭和38年 4 月30日執行の新宿区議会議員選挙、昭
和38年11月21日執行の第30回衆議院議員総選挙、昭和40年 7 月 4 日執行の第 7 回参議院議
員通常選挙、昭和40年 7 月23日執行の都議会議員選挙、昭和42年 1 月29日執行の第31回衆
議院議員総選挙、第 6 回統一地方選挙として行われた昭和42年 4 月15日執行の東京都知事選
挙と新宿区議会議員選挙のあわせて10の選挙である。
その中で国政選挙である衆議院議員・参議院議員選挙については『落合新聞』はその話題を
ほぼ取り上げていない。わずかに昭和40年 7 月13日第29号 1 面「参議院議員投票風景、落
一小学校で」で投票所の様子を写真入りで、昭和41年10月23日第41号 2 面「衆院東京一区」
で、新宿区が新選挙区割では東京一区となったことをそれぞれ伝えているのみである。また、














『落合新聞』全50号を通じての地方選挙に関する記事の初見は、昭和38年 1 月27日第 7 号
１ 面トップ「区議会見聞録」下段の「都議・区議立候補情報」で、都議については 1 月15日
現在で新宿区からの立候補予定者を党派ごとに列挙し、区議については、落合地域だけを扱う











挙について伝えている。この第 7 号から第10号はいずれもタブロイド判表裏の 2 面で構成さ
れており4）、その中で選挙関連の記事の占める割合をみてみると、第 7 号 1 面が前述の「区
議会見聞記」と地元選出の小野田増太郎都議会議員への一問一答を含めて全面、第 8 号 1 面
も下落合在住であった講談師の二代目伊藤痴遊「選挙話術小考」を含めて全面が選挙関連の記































地域に関するコラム・提言である9）。この「七曲り」に第 7 ・ 8 ・ 9 ・10号と 4 号続けて選
挙に関連する記事が掲載されていた。いずれも落合地域からの選出議員が少ないことを指摘す
るものであり、『落合新聞』が持つ“地元の選挙”に関する問題意識を示す連載となっている。
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女の問題などとるに足らぬ。そんなこと


























































































































日第 9 号 1 面「七曲り」の「必勝を祈る」でも、「都議は目下激戦中、これにふれると違反に
なるから、「必勝を祈る」とだけ記しておこう。」と選挙について記事として触れられないとい
うことに言及している。








































太郎から5000円ずつの寄付があったことが昭和39年 9 月10日第23号と昭和40年 3 月 8 日
第25号に、また、落選後の昭和40年10月 9 日第31号、昭和40年12月20日第33号、昭和41




















































































している。この第 8 号の校正中に連絡を受けたという立候補予定者が一人いて、同号 2 面に
























































































































































2）『落合新聞』昭和37年 5 月 3 日創刊号 1 面「発刊に際して」
3）昭和25年 1 月 １ 日、区役所支所が廃止され、特別出張所10か所（四谷・箪笥町・榎町（弁天
町）・若松町・大久保・戸塚・落合第一・落合第二・柏木・角筈）が置かれることとなった。（新宿
区『新宿区史』昭和30年 851ページ）この区分けは昭和22年に町会・隣組の廃止によって 4 月 1






4）『落合新聞』はタブロイド判表裏 2 面が標準であり、同判見開き 4 ページとなったのは第22号、
第27～ 29号、第31～ 34号、第37～ 39号の全50号中の11号であった。
5）昭和40年の都議選の際の第28号と第30号、昭和42年の区議選の際の第43号、第44号と第46号は
トップ記事が選挙関連であり、“地元の選挙”に対して『落合新聞』は高い関心を持っていた。
6）『落合新聞』昭和38年 4 月15日第 9 号 1 面「放射七号　私達は訴える」、同 2 面「補償の要求坪
二十万円」など
7）『同上』昭和38年 5 月19日第10号 2 面「提案　下落合に公園をつくろう」
8）昭和42年の統一地方選挙の際には選挙に関する意見は「社説」に掲載されている。
9）拙稿「『落合新聞』の研究( 2 )」









12）小野田増太郎に関する記事としては、昭和38年 1 月27日第 7 号 1 面「落合の現状と将来」で
「地元都議会議員小野田増太郎氏」が落合の「落合の現状と将来」について一問一答で答え、「生涯
この土地にしがみつき骨を埋める覚悟でいる」との所信表明を伝えている。また、昭和40年 5 月
3 日第27号 4 面「オリエンタルグランド都が買上げる　小野田（増）さん一役」、昭和40年11月
12日第32号 4 面「西落合に野球場」で都議会への請願の様子が伝えられる。第49号にはこの野球




13）『落合新聞』昭和40年 8 月29日第30号 1 面「都議選始末記　小野田増太郎氏の敗因」
14）『同上』昭和37年 5 月 3 日創刊号 1 面「発刊に際して」
15）『同上』昭和42年 5 月19日第46号 1 面「地方選挙を顧みて」「竹田氏へ怪文書」
16）『同上』昭和38年 4 月15日第 9 号 1 面「七曲り」「必勝を祈る」






19）『落合新聞』昭和38年 5 月19日第10号 1 面「選挙の記録」
20）竹田助雄『御禁止山』昭和57年　創樹社　120ページ




























究（1）」）なお、『落合新聞』第 6 号 2 面「後記」には、新聞発行のための経費について、「参考ま
でに経費を申上げます。一回の発行費三万―三万五千円外注のみ。収入は広告平均二千円位。」とあ
る。
25）『落合新聞』第 3 号 2 面には広告の規定と料金についての記載があり「一段五分の一　千八百円」
とある。
26）『落合新聞』昭和38年 4 月15日第 9 号 1 面「七曲り」「必勝を祈る」
27）『同上』昭和38年 5 月19日第10号 1 面「選挙の記録」「投票率上回る　都議会議員選挙」
28）『同上』昭和38年 5 月19日第10号 1 面「選挙の記録」「区議は下回る　区平均よりは上」
29）『御禁止山』90ページ
30）『同上』90ページ
31）『落合新聞』昭和38年 5 月19日第10号 1 面「七曲り」「地区のために」
















魔をして困ることがある。」（昭和40年 5 月 3 日第27号 1 面「七曲り」「署名運動を省みて」）との
記述がある。また昭和42年の区議選の際には竹田助雄に対する批判の怪文書が自宅に届いている。
（『落合新聞』昭和42年 5 月19日第46号 1 面）
36）渡辺ひさ子はその後昭和42年、46年の区議選ではトップ当選を果たしている。
37）『落合新聞』昭和37年 5 月 3 日創刊号 1 面「発刊に際して」
38）渡辺ひさ子について竹田は、「大量に票を取るほどの内容のある候補者ではなかった。このこと
はいずれ批評しなければなるまい。」と昭和42年の区議選の際の署名記事の中で厳しい評価を下し








願が行われ（『落合新聞』昭和39年 6 月23日第21号 2 面）、議会を通過した（『落合新聞』昭和39
年 7 月27日第22号 4 面）ことが伝えらている。
44）『御禁止山』90ページ
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